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第３回北竜町議会定例会 第１号

令和７年９月１０日（水曜日）

〇議事日程

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告

４ 行政報告

５ 一般質問

６ 同意第 ５号 教育長の任命について

７ 同意第 ６号 教育委員会委員の任命について

８ 同意第 ７号 公平委員会委員の選任について

９ 議案第４７号 北海道市町村総合事務組合規約の一部変更について

１０ 議案第４８号 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更について

１１ 議案第４９号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更について

１２ 議案第５０号 北竜町技師等就業資金貸付条例の制定について

１３ 議案第５１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例の一部改正について

１４ 議案第５２号 令和７年度北竜町一般会計補正予算（第２号）について

１５ 議案第５３号 令和７年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて

１６ 議案第５４号 令和７年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて

１７ 議案第５５号 令和７年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

１８ 議案第５６号 令和７年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計補

正予算（第２号）について

１９ 議案第５７号 令和７年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）について

２０ 認定第 １号 令和６年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について

２１ 認定第 ２号 令和６年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て

２２ 認定第 ３号 令和６年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

２３ 認定第 ４号 令和６年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

２４ 認定第 ５号 令和６年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

２５ 認定第 ６号 令和６年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算
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認定について

２６ 認定第 ７号 令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計決

算認定について

２７ 認定第 ８号 令和６年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について

２８ 閉会中の所管事務調査について

〇出席議員（８名）

１番 沖 野 学 君 ２番 林 佳 子 君
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教 育 長 田 中 佳 樹 君
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総 合 政 策 官 髙 橋 克 嘉 君

まち未来戦略課長 川 本 弥 生 君

こども・くらし
続 木 敬 子 君

応 援 課 長

建 設 課 長 川 田 昌 宏 君

会 計 管 理 者
北 清 広 恵 君

兼 出 納 室 長

教 育 課 長 細 川 直 洋 君

産 業 課 長 井 口 純 一 君
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農業委員会会長 善 岡 浩 樹 君

〇出席事務局職員
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事 務 局 長 長 谷 育 男 君
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開会 午前 ９時００分

◎開会の宣告

〇議長（中村尚一君） おはようございます。

ただいま出席している議員は８名であります。定足数に達しておりますので、令和７年

第３回北竜町議会定例会を開会いたします。

◎開議の宣告

〇議長（中村尚一君） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（中村尚一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、議長において、６番、澤田議員

及び７番、尾﨑議員を指名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（中村尚一君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１２日までの３日間にいたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から１２日までの３日間に決定いたしました。

お諮りいたします。会議規則第９条第２項の規定に基づき、議事の都合により１１日は

休会にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、１１日は休会とすることに決定いたしました。

◎日程第３ 諸般の報告

〇議長（中村尚一君） 日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に提出された案件は、同意３件、議案１１件、認定８件であります。

次に、本定例会に説明員として、佐々木町長、奥田副町長、田中教育長、善岡農業委員

会会長、井上代表監査委員、髙橋克嘉総合政策官、川本まち未来戦略課長、続木こども・

くらし応援課長、川田建設課長、北清会計管理者、南波総務課長、井口産業課長、細川教

育課長、東海林農業委員会事務局長、高橋淳永楽園園長、森こども・くらし応援課参事が

出席いたします。
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本会議の書記として、長谷局長、藤田書記を配します。

次に、監査委員から、令和７年５月分から７月分に関する例月出納検査の結果報告がご

ざいました。お手元に写しを配付しておりますので、ご了承願います。

次に、理事者から、令和６年度財政健全化判断比率及び資金不足比率報告がございまし

た。写しをお手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

次に、議長会務報告につきましては、お手元に配付してありますので、お目通しの上、

ご了承賜りたいと存じます。

次に、総務産業常任委員長から閉会中の所管事務調査の結果報告がございました。この

際、委員長から補足説明があれば発言を許します。

寺垣総務産業常任委員長。

〇総務産業常任委員長（寺垣信晃君） 委員会調査報告書につきまして、ご報告を申し上

げます。３件ございます。

総務産業常任委員会が調査を行った結果について、下記のとおり報告いたします。

令和７年９月１０日。

記、１、調査期日、令和７年６月２３日月曜日、午後１時半より。

出席者、全議員並びに事務局長、書記。

説明者、髙橋総合政務官、川本まち未来戦略課長、森まち未来戦略課参事、吉倉まちづ

くり情報推進係長、高橋サンフラワーパーク北竜温泉代表取締役社長、高畑サンフラワー

パーク北竜温泉事業統括支配人。

調査事項、１、株式会社北竜振興公社の経営状況について。

調査結果、指摘事項なしではございますが、今後とも利用者への利便性を図りつつ、収

益性の向上やコスト意識の増進に努められたい。

記、調査期日、令和７年７月１７日木曜日、午前１０時より。

出席者、全議員並びに事務局長、書記。

説明者、市場商工ひまわり観光・林務係長。

調査事項、ひまわりの里の開花状況と運営状況について。

調査結果、指摘事項なし。

次に、記、調査期日、令和７年８月２８日木曜日、午前９時半より。

出席者、全議員並びに事務局長、書記。

説明者、川田建設課課長、小菅建設課課長補佐。

調査事項、建設工事の施工状況について。

調査結果、指摘事項はありませんが、道路や河川、橋梁について、経年劣化や近年の異

常気象による自然災害など十分に考慮されたい。

以上でございます。

〇議長（中村尚一君） 説明が終わりました。

各委員、付け加えることはございませんか。



- 6 -

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 以上で諸般の報告を終わります。

◎日程第４ 行政報告

〇議長（中村尚一君） 日程第４、行政報告を行います。

町長、教育長の順に行います。

初めに、佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） おはようございます。いろんな行事もあり、農作業も最盛期と

いうことで、各関係の議員の皆さんご出席をいただき、ありがとうございます。私のほう

から定例会に当たり行政報告をいたします。

まず、総務課に関して。北空知信用金庫北竜支店移転に伴うすこやかセンターへの事務

所移転改修工事について。北空知信用金庫では、経営改善の一環として、支店の役場庁舎

等公共施設への移転を進めております。本町におきましても数年前より役場庁舎への移転

につきまして協議を進めておりましたが、このたび正式に移転することが決定し、移転先

をすこやかセンター南側、現在地域包括支援センターが執務を行っている側とすることと

いたしました。信金事務所、ＡＴＭの設置は信金の負担となりますが、こども・くらし応

援課職員の移動並びに窓口一元化に係る改修工事費は町の負担となります。このたび当初

予算におきまして計上しておりますこども家庭センター設置に伴う改修工事、すこやかセ

ンターロビーに設置に加え、間仕切り壁の設置、こども・くらし応援課事務所移転改修に

係る関係予算を補正予算として本定例会に提出いたしておりますので、よろしくご審議い

ただきますようお願いを申し上げます。なお、別紙資料ナンバー１として改修工事図を配

付しておりますので、参考にしていただきますようにお願いを申し上げます。

次、まち未来戦略課分であります。令和７年度普通交付税の決定について。本年度全国

に配分される普通交付税の総額は、地方財政計画に基づき１７兆８，１９８億円で、前年

度比２，７２８億円、１．６％の増となりました。また、本年度は地方の財源不足を補填

するために発行が認められる臨時財政対策債がゼロとなるため、普通交付税決定額と合算

した実質的な交付総額も１７兆８，１９８億円で、前年度比１，８１７億円、１．０％の

減となったところであります。このうち北竜町の普通交付税決定額は１６億６，７０４万

４，０００円で、前年度当初算定額との比較では前年度比２，２９６万円、１．４％の増

となり、臨時財政対策債を合算した交付総額も１６億６，７０４万４，０００円で、前年

度比１，９６５万１，０００円、１．２％の増となったところであります。増加の主な要

因としては、基準財政需要額の算定において、令和６年度人事院勧告に伴う給与改定に要

する経費や物価高に対応する経費が増加したことが大きく影響するものであります。令和

７年度の当初予算額は、国の地方財政計画を勘案するとともに過大計上とならないよう、

前年度実績に対し普通交付税が１．９％の減、臨時財政対策債を皆減で予算計上しており、

今回の決定額の差額分を補正予算に計上しておりますので、よろしくご審議いただきます



- 7 -

ようお願いを申し上げます。

引き続き、まち未来戦略課所管分であります。ふるさと納税について。ふるさと納税は、

９月１日現在、件数で６，５５８件、金額では１億１，９２７万６，０００円のご寄附を

いただき、昨年同時期と比較し１０．３％の増収となっております。令和７年産米の予約

受付を８月１３日より開始しておりますが、本年１０月より各ポータルサイトでのポイン

ト付与が禁止となることから、９月に駆け込み需要が見込まれております。また、本州で

は猛暑による米の生育不良が懸念されており、昨年に引き続き北海道米の需要が高まるこ

とも想定されます。本町のひまわりライスを安定的に供給できるよう、ＪＡきたそらちと

連携してまいります。８月にふるさと納税事務支援業務委託を契約し、既存返礼品の見直

しや新規返礼品の発掘を行い、今年度当初に見込んでおります４億３，０００万円を上回

る納税額につながるよう取り組んでまいります。

引き続き、まち未来戦略課からです。地域公共交通について。新しい地方経済・生活環

境創生交付金を活用し、１０月１日より北竜町新たな地域公共交通の実証運行を開始いた

します。運行エリア及び対象者により運行方式を定時定路線型とデマンド交通、予約便と

し、町内便、深川便、滝川便を運行いたします。町内便につきましては完全予約制のデマ

ンド交通として、自宅から町内全域の目的地まで運行いたします。深川便、滝川便につい

ては、朝時間帯に主に高校生等を対象とした定時定路線、日中、夜間時間帯は完全予約制

のデマンド交通として、高校生や高齢者等が北竜町内から高校や病院などの登録地点まで

の運行を行います。これらの運行開始に伴い、現在のスクールバスの住民混乗運行、町内

全域の乗合タクシー、町外への通院等タクシー助成事業については中止といたします。ま

た、北空知便として、小中学生、運転免許証返納時利用者を対象に、少年団活動や部活動

は近隣自治体まで、運転免許証返納者は沼田警察庁舎までのデマンド運行を行います。運

賃や運行時間、便数、予約方法等の利用方法につきましては、９月広報に併せて全戸配布

にてお知らせをしております。令和８年３月末まで実証運行を行い、その検証結果を踏ま

え、北竜町の地域公共交通をより住民に寄り添った運行となるよう精査してまいります。

引き続き、まち未来戦略課所管です。包括連携協定について。町では、様々な分野にわ

たり知識や見識のある大学や企業等との緊密な相互連携と協働によって住民サービスの向

上を図るとともに、地域の活性化等を推進することを目的として包括連携協定を行ってお

ります。今年度は、これまでに８月６日に酪農学園大学、栗山町、栗山町立介護福祉学校、

８月８日に北海道科学大学、８月２０日にパーソルテンプスタッフ株式会社と包括連携協

定の締結を行いました。酪農学園につきましては、これまでもひまわり油の品質向上に取

り組んでいただいておりますが、今後は食育活動や農業、環境に係る課題解決などの取組

も併せて連携をいたします。栗山町、栗山町立介護福祉学校につきましては、介護人材確

保と学生確保の解決に取り組むことを中心として自治体間での包括連携協定を締結してお

ります。北海道科学大学につきましては、大学が持つ建築、防災、医療などの専門知識に

加え、２０２７年新設予定と聞いております地域創造学部の若い力を町の活性化に生かし
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ていきたいと思います。パーソルテンプスタッフ株式会社につきましては、特定地域づく

り事業協同組合の設立に向けたサポートや人材教育に係る支援や伴走などに取り組みます。

今後は、いずれの大学、企業につきましても、北竜町の未来につながる連携を推進してま

いります。

次に、こども・くらし応援課所管です。重層的支援体制整備事業について。令和７年度

から実施しております重層的支援体制整備事業は、市町村において既存の相談支援や地域

づくり支援の取組を生かし、子供、障害、高齢、生活困窮といった分野別の支援体制では

対応し切れないような地域住民の複雑化、複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援

体制を構築するため、相談支援、参加支援、地域づくりの３つを一体的に実施し、人と人、

様々な取組や制度、ボランティアなど、人と資源が世代や分野にかかわらずつながること

で、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域を共につくっていく社会を目指しています。

その中で、月曜日の子供の放課後の居場所づくりの要望を受け、児童生徒だけではなく世

代や属性を超えて集える交流の場として、みんなの広場おむすびを４月より毎月曜日に福

祉センターで開催しています。また、８月３０日にはイベントえんにちを実施いたしまし

た。多様な支え手の協力を得ながら、子供からお年寄りまで気軽に立ち寄り、出会い、誰

かとつながれる場所、相談支援の窓口となりますよう努めてまいりたいと考えております。

次に、産業課所管です。農作物の生育状況について。本年の農業改良普及センター北空

知支所管轄における生育状況調査では、草丈が若干長く、穂数は少ない傾向にありますが、

登熟は順調に推移しており、８月２６日に発生した大雨と暴風により稲の倒伏はあったも

のの、立毛での概況では平年並みから若干の上振れで収量が見込まれるとのことでありま

す。生育は９月１日現在で早６日という状況で、高温により出穂が早まり、出穂後も高温

が続いているため、もち米、うるち米ともに８月２８日から刈り始め、うるち米では平年

より１週間ほど早い収穫期を迎えております。なお、もち米、うるち米ともに９月１日に

初出荷されました。本年も刈取りや乾燥調製作業が順調に進み、収量の確保と高品質米の

生産が行われることを期待し、一件の事故もなく収穫作業を終えることを祈念するところ

であります。なお、空知農業改良普及センターが公表しております９月１日現在の農作物

生育状況を資料ナンバー２で配付しておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思いま

す。

引き続き、産業課からです。第３９回ひまわりまつりについて。今シーズンのひまわり

まつりは、７月２０日から８月１８日をもって３０日間の全日程を終了いたしました。４

月時にはひまわり畑のメイン圃場において、雪解けによる差し水が湧き出たことによる暗

渠布設工事を急遽実施いたしましたが、その後の播種作業等は順調に進み、昨シーズンよ

り播種日を圃場ごとに細分化するなど、長い期間ひまわりが鑑賞できる工夫を行ったとこ

ろであります。また、まつり期間中は好天に恵まれ、逆に干ばつで背丈が低い状況であっ

たものの、７月２０日のひまわりの里オープン式には予定どおり開花が間に合ったところ

であります。多くのメディアにご紹介いただいた経過から、多くの観光客が本町のひまわ
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りを堪能されたところであります。昨日も日テレ系で高校クイズ甲子園、ひまわりの里の

迷路が大きく、かなり長い時間取り上げられたところであります。観光客の入り込み数は

２３万７，０００人、前年比３．７％の減であります。今シーズンより取組いたしました

駐車料金は１，４４８万円、またいいひまわりを咲かせるための協力金では２５０万円の

ご厚志が寄せられたところであります。今シーズンにおきましてもひまわり観光協会をは

じめ町内各関係団体、また多くの町民の皆様のご協力により事故なく無事に終了すること

ができましたことに心より感謝とお礼を申し上げます。

最後に、建設課所管分であります。工事の発注状況について。令和７年度における建設

工事の発注状況について報告いたします。年度当初に発注見通しを公表している予定価格

２５０万円以上の工事について、９月１日時点での状況は、土木工事については予定９件

に対し発注済み５件、建築工事については予定６件に対し発注済み４件、水道工事につい

ては予定４件に対し発注済み３件であります。合計では予定１９件に対し発注済み１２件

となっております。発注金額は、先ほど申し上げた公表対象以外の少額の工事も含めて、

土木工事では１０件、９，１５８万５００円、建築工事では５件、３億３，９０１万４，

５００円、水道工事では９件、５，０３１万９，５００円、合計では２４件、４億８，０

９１万４，５００円となっております。河川工事等、これから発注する工事もありますが、

おおむね予定どおりの状況となっております。今後工事が本格化していきますが、安全を

最優先に考慮し、適正な工事施工に努めてまいりますので、よろしくお願いをいたします。

以上、行政報告といたします。

〇議長（中村尚一君） 次に、田中教育長。

〇教育長（田中佳樹君） ３点にわたり行政報告を申し上げます。

新しい学校づくり研修会第２期の開催について。令和１１年度の義務教育学校開設に向

け学校の経営改革、授業改革を進めておりますが、その中心に据えた年間３０時間の教職

員研修の第２期を８月１８、１９日に公民館講堂を会場に開催いたしました。当日は、真

竜町学校、北竜中学校の教職員はもちろんのこと、本町以外に本研修会の情報を聞いた岩

見沢市から５名の教職員及び新潟県の公立高等学校の校長先生、そして佐々木町長をはじ

めとして町職員及び教育委員会職員が参加いたしました。研修会では、北竜中学校から第

１期研修以後の先生方の変化や変わりつつある授業についての実践報告がなされ、講師の

中林浩子氏から評価をいただくとともに、未来の北竜町を担う子供たちを育む学校づくり

へ向けたアドバイスをいただきました。北竜町で育つ子供が、自分の可能性を信じ、生き

生きと活動し、自立した学習者となるよう、先生方が講義と意見交換に積極的に参加し、

未来の北竜の子供一人一人が輝く姿を思い描ける研修会となりました。第３期は令和８年

１月１３、１４日に予定しております。小中合同研修を一層充実させることで、義務教育

学校設立へ向けた準備をしっかりと進めてまいります。

また、別件になりますが、町民の皆様にも北竜町の教育が目指す子供の姿を理解してい

ただき、温かなまなざしで見守っていただけるよう、コーチングの専門家による授業公開
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及び研修会を１０月２８日に開催します。町民の皆様と子供との向き合い方の方向性を共

有する機会としたいと考えております。

次に、オンライン学習塾についてです。令和７年７月２５日よりオンライン学習塾が始

まりました。最初は、前の学年のやり直しや１学期の復習、そして高校受験のための準備

を中心とした夏季講習を提供し、機械操作の練習や学び方の体験をしていただきました。

９月からは本格的な通常の塾が始まりますが、８月２８日に再度説明会を開催し、スター

トを切ったところです。北竜町の子供たちの学びを支える新たな環境づくりとして始める

公設塾は、学習意欲はあっても公共交通機関等の関係で近隣の都市に通うことができない

など、十分な学習機会に恵まれていない子供たちや、もう一歩を踏み出したいと思ってい

る子供たちを対象に、町として支援を行うことを目的としています。北竜町の子供たちが、

都会に住む子供たちと差がなく、学びのチャンスを得られるようにする、小さな町でも都

会と変わらないチャンスをつかむ機会がある、北竜町をそんな夢のある町にしたいと考え

ています。現在は家庭での利用を中心にしていますが、今後は学校との連携を深め、宿題

の在り方や授業での活用も視野に、子供たちがより使いやすい方法を探ってまいりたいと

思います。

最後に、中学生短期語学留学助成事業についてです。外国での語学研修やホームステイ

体験を通じて子供たちに国際感覚を身につけてもらう目的で、平成２８年度に中学生短期

語学留学助成事業を制定し、事業を実施してまいりました。本年度は、中学３年生女子生

徒１名がこの事業により短期語学留学いたしました。出発までにホームステイの心得や英

語レッスンなど７回の事前研修を受け、初めての海外研修に備えました。短期語学留学は、

８月４日から８月１５日までの１２日間の日程で、オーストラリアブリスベンにて語学研

修やホームステイによる生活体験、動物園や国立公園見学など様々な体験をし、無事帰町

されました。８月１８日には町長室を訪れ、今回の留学で英語でのコミュニケーションに

も自信が持て、１２日間は短く感じたことや、文化、生活習慣の違いなど、貴重な経験を

することができたことなどについて報告がありました。今後も次代を担う子供たちが貴重

な体験ができるよう、各種事業を推進してまいります。

以上です。

〇議長（中村尚一君） 以上で行政報告を終わります。

◎日程の順序変更の議決

〇議長（中村尚一君） お諮りをいたします。

本来であれば一般質問の審議の順番でありますけれども、無線等で１０時からというふ

うに公告しておりますので、順番を入れ替えて一般質問の後の議案について審議したいと

思いますけれども、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。
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◎日程第６ 同意第５号

〇議長（中村尚一君） それでは、日程第６、同意第５号 教育長の任命について説明を

願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

同意第５号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

人事案件につき、討論を省略いたします。

採決をいたします。

同意第５号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、同意第５号 教育長の任命については、原案どおり同意することに決定いたし

ました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時３９分

再開 午前 ９時３９分

〇議長（中村尚一君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

ただいま教育長に任命されました田中佳樹君から発言を求められておりますので、これ

を許します。

田中教育長。

〇教育長（田中佳樹君） 議長並びに議員の皆様、ただいまご同意をいただきました。引

き続き北竜町教育長としての任を仰せつかることになりました。

このたびの再任に際し、町議会の皆様をはじめ町民の皆様から、北竜町の教育改革に対

する期待の高さとその重さを改めて痛感し、その責任の大きさを深く認識いたしておりま

す。その責任を全うする覚悟の下、誠心誠意職務に邁進いたします。

本年１月１日の就任以来、教育のまち北竜として掲げてきた教育改革の構想を、これか

らは歩みを止めることなく具現化していくことが私の役割と自認いたしております。精い

っぱい努力します。今後とも議員の皆様の一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申
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し上げまして、再任のご挨拶とさせていただきます。

終わります。

〇議長（中村尚一君） よろしくお願いしたいと思います。

◎日程第７ 同意第６号

〇議長（中村尚一君） 日程第７、同意第６号 教育委員会委員の任命についてを議題と

いたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

同意第６号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

人事案件につき、討論を省略いたします。

採決をいたします。

同意第６号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、同意第６号 教育委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決

定いたしました。

◎日程第８ 同意第７号

〇議長（中村尚一君） 日程第８、同意第７号 公平委員会委員の選任についてを議題と

いたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

同意第７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

人事案件につき、討論を省略いたします。

採決をいたします。

同意第７号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、同意第７号 公平委員会委員の選任については、原案どおり同意することに決

定されました。

ここで休憩といたします。

１０時から再開いたしますので、よろしくお願いいたします。

休憩 午前 ９時４７分

再開 午前１０時００分

〇議長（中村尚一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

傍聴ありがとうございます。

◎日程第５ 一般質問

〇議長（中村尚一君） 日程第５、一般質問を行います。

会議規則第６０条の規定により、７名の議員から９件の通告がございました。議長にお

いて発言の順序を定め、指名いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

それでは、順次指名いたします。

最初に、６番、澤田議員より小中学校の管理者住宅の機能改善について通告がございま

した。

この際、発言を許します。

６番、澤田議員。

〇６番（澤田正人君） ６番、澤田です。昨日真竜神社の本祭りがありまして、各町内会

のみこし回りがありました。当初予定に入っていなかったのですが、町長の要望なのか、

空き時間の中で役場庁舎前でみこしを下ろして神主がおはらいをするということになりま

した。手の空けられない者以外の職員が全員外に出てくれて、たまたま通りかかったのか、

保育園児も６人ほど立ち寄り、おはらいを受けました。また、夜の奉納カラオケ祭りには

町長はじめ副町長、教育長と三役そろい踏みでカラオケに参加され、柔らかい感じで町を

盛り上げようという思いが伝わりまして、大変いい一夜であったと思っています。これま

でにないことへ挑戦して、少しずつ変えていこうという思いが伝わりましたし、これから

も続けていただきたいと願っております。

それはさておき、通告に従い一般質問を行います。小中学校の管理者住宅の機能改善に

ついてであります。ここ数年、温暖化による気温上昇が顕著になり、全国的に熱中症によ

る死者も毎年多数発生しております。町としては、子供たちの安全で快適な教育環境を確

保する考えから、学校でのエアコン設置に比較的早い段階から取り組まれ、高く評価する
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ところであります。昨年は小中学校の職員室や校長室にエアコンが設置され、作業能率も

上がり、大変好評を博していると聞いています。

一方で、小中学校の校長、教頭は管理者として町内に居住し、学校業務全般に関わって

いますが、現在のところ校長、教頭住宅についてはエアコンの設置はされておりません。

北竜に住んでくれてご苦労されておりますが、任期は２年から３年、人によっては短い期

間で異動することもあり、自分で設置するのは現実的でないように思っています。私はい

ろいろなところで町民からいろいろな話を聞く機会がありますが、町民からも今どき北竜

に来て住んでくれるのにエアコンもないのは気の毒ではないかという声もお聞きしており

ます。この際、学校業務だけでなく住環境の改善を通して、北竜町では快適に過ごすこと

のできる環境が整備されているというアピールをすることも、いい人材を呼び込むことに

つながるのではないかと思いますので、住環境の改善を進めるべきと思いますが、その考

えを伺います。

〇議長（中村尚一君） 答弁。

田中教育長。

〇教育長（田中佳樹君） 小中学校の管理者住宅の機能改善について、前段私のほうから

学校現場におきます現状について説明させていただきます。

近年、道教委では学校管理職のなり手不足が大きな課題となっており、道教委の調査に

よると、管理職を目指さない理由の１つとして、公宅への入居や学校所在地の市町に居住

しなければならず、単身赴任等による経済的負担が大きくなるとの意見が多く寄せられて

おり、教頭候補者の確保に大きな影響を与えているとの報告があります。

このような状況から、管理職の生活実態を踏まえた上で柔軟な対応とするよう道教委よ

り求められており、本町においても令和８年度からは、緊急時の対応等を考慮し校長につ

いては居住を求めますが、教頭については自宅からの通勤時間が６０分以内であれば通勤

可とする対応をしたいと考えております。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 私のほうからもお答えをさせていただきます。

ただいま教育長よりありましたいろんな状況を踏まえて、町としての対応を回答させて

いただきます。現在町が管理をしています町営住宅、特定公共賃貸住宅、単身勤労者住宅、

町民住宅、教職員住宅のうち、建設当初から冷房設備を設置している住宅は令和５年度に

建設した桜岡団地特定公共賃貸住宅Ｄ棟４戸で、本住宅は暖冷房設備として電気エアコン

を設置しているものであります。ほかの住宅につきましては、入居者ご本人より模様替え

申請をいただき、ご本人の負担で設置していただいております。

校長、教頭住宅につきましては、ご指摘のとおり、本町での勤務年数が２年前後という

ことで、ご自身で設置することは難しいと考えられます。義務教育学校の開校に伴い、校

長、教頭住宅の建て替えも計画しているところであります。町内の住宅に居住することを

希望される教頭先生もいらっしゃいますので、快適な住環境で勤務することができるよう
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計画的に推進してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） ６番、澤田議員。

〇６番（澤田正人君） 滝川のアパートに住んでいる親戚の子がいるのですけれども、最

近の猛暑でエアコンをつけるかどうか迷っていたところ、７月に突然アパートのオーナー

からエアコンをつけるという通知があって驚いたそうであります。それまでは個人がオー

ナーの許可を取って設置しているそうなのですけれども、今回はエアコンのついていない

部屋には無料で設置するということでありました。いろいろお聞きしますと、今どきエア

コンのない部屋は選ばれないというようなことになっているようでございます。

来年から省エネ基準が変わりまして、現在売られているエアコンは販売できなくなると

いうことでの駆け込み需要があるようであります。そんなわけで、年内に設置すれば大幅

に安くつけることができるということもあったのかもしれません。いずれにしましても温

暖化の影響が大きいということで、今町長がご答弁いただきましたけれども、新しい義務

教育学校ができた際には校長、教頭の住宅についても新しくするのだというようなことで、

その際はエアコンを考えているというふうに受け取りましたけれども、それでよろしいの

か。

それとは別に、今後町営住宅の環境改善も含めて考えていかなければならない時期に来

ているのではないかと思います。このことについてのお考えはいかがかお伺いします。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 澤田議員おっしゃるとおり、義務教育学校建設に併せて、住宅

設置の際には冷暖房併せた効率のよい電気エアコンを設置いたします。

問題はその間の２年間というところであろうかと思いますけれども、澤田さんおっしゃ

るように、脱炭素社会への対応の部分で期限が今年度というのも十分承知をしております

し、この後の沖野議員の熱中症対策の答弁にも関わろうかと思いますけれども、自治体予

算のスピード感というのは、３月定例会で予算化して、その年度にその予算を執行すると

いう部分であります。そうするとどうしても今年の問題は、早ければ来年度いっぱい、政

策あるいは予算、財源の都合によって１年先延ばしになると２年後、３年後になってしま

うというような、私もその辺は考えるところはありますけれども、自治体予算の執行スピ

ードについてご理解をしていただきたいとも思います。

校長先生は勤務する地域に住むというのは決まりですから、２年を待たずにどこかでで

きるのであれば、しかし今ある校長住宅に来年つけて１年しか使われないという非効率性

も考えながら検討していきます。教頭先生がエアコンがついていないからこの町に住まな

いという、そういう状態のことはあってはならないと思いますので、その辺のところも田

中教育長と人事の際にはいろんな協議をさせていただいて、教頭先生がこの町に住んでい

ただくような誘導あるいは政策も考えていきたいと思っています。それについてもいろん

な話合いをしなければならないと思っています。

澤田議員、１０年、２０年前、一緒に議員活動をしたときに、校長、教頭だけではなく
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て教職員だって絶対この町に住んでほしい、そういうふうなことも教職員との懇談会の中

で申し上げてきた、そういう部分もありますけれども、教育情勢の過程の中でそういうふ

うなことにはなってこなかったという部分はご理解いただけると思いますけれども、教頭

先生については十分協議をいたしまして、対応できるもの、対応できないものをはっきり

とさせてまたお答えをしたいと思います。どうかよろしくお願いいたします。

教育長、何かあれば。

〇議長（中村尚一君） ６番、澤田議員。

〇６番（澤田正人君） 最後のほうで町営住宅の環境改善の部分もお聞きしたのですが、

そのことについてはどんなようなお考えにあるのか伺います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 町営住宅の部分、沖野議員との部分もありますが、その中で重

複しない答えというふうにはならないかもしれませんけれども、少しお答えをいたします。

今、町営住宅というのは、管理戸数は２１３戸あります。その中でついている住宅は、

先ほど申し上げましたとおり、近年では１棟４戸設置をしておりますけれども、ほとんど

エアコンは設置をされていない状況であります。その間に模様替え申請の中でご自身のご

負担により設置をいただいた経過があります。今のところ２１３戸全てにつけるという考

えはしておりません。財政的な問題、財源の問題がありますので、そこに考えが至ってい

ないのは事実としてあります。高齢者の部分につきましては、６５歳以上の老人世帯とい

うのは１５８世帯あるのでありますけれども、そのうち高齢者住宅に入居いただいている

件数というのは、みどり団地８戸、なごみ団地８戸、いちい団地３２戸、８、８、１６の

３２ですから４８ということになります。

〇議長（中村尚一君） 澤田議員、何か。

〇６番（澤田正人君） 沖野さんとダブるのだったら結構です。

〇町長（佐々木康宏君） ２１３戸全てに対してのエアコンに対する積算は行っていない

のが事実です。後ほどお答えしますけれども、沖野議員にお答えする高齢者住宅にエアコ

ンを設置する場合の見積り積算は行っていますので、的を射ているかどうか分かりません

けれども、２回目の答弁とさせていただきます。

〇議長（中村尚一君） 質問を終わります。

次に、同じく６番、澤田議員より新しい学校教育におけるＡＬＴの採用の在り方につい

て通告がございました。

この際、発言を許します。

６番、澤田議員。

〇６番（澤田正人君） ６番、澤田です。通告に従い一般質問を行います。新しい学校教

育におけるＡＬＴの採用の在り方についてであります。

北竜町で長年にわたりＡＬＴとして活躍されている女性の方について、単なる英会話講

師というよりも、長く北竜町に居住し深くなじんで、町内の各種行事や町内会やイベント
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など積極的に参加され、ボランティア的に活動されています。北竜町も人的資源の減少か

ら協力隊の採用を積極的に推進している状況にある中で大変貴重な存在と考えますが、今

後北竜町が進める新しい学校の開設に向けてＡＬＴの女性の方の雇用について、もちろん

本人の意向が最優先ですが、この際教育委員会の職員として採用しご本人の雇用の安定を

図り、保育園から小中学校、一般町民と外国語教育の充実強化を図るべきと考えますが、

お伺いします。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 教育関係でありますけれども、予算の伴うものでありますから、

私からの答弁となります。

新しい学校教育におけるＡＬＴの採用の在り方についてということで、現在本町で外国

語指導助手として長年にわたり勤務いただいている方は、議員おっしゃるとおり、学校以

外でも様々な活動をされており、非常に貴重な存在であります。外国語指導助手について

は今後開校予定の義務教育学校においても非常に重要な存在であると考えておりますが、

町職員として採用した場合、今は派遣会社との契約でありますけれども、派遣会社と本人

の契約により、派遣会社が育成、指導に要した経費を町で負担しなければならないこと、

また病気等の自己都合により勤務できなくなった場合、代替の外国語指導助手がすぐに確

保できず支障を来すこと、町職員として採用した場合はそういうことを懸念いたしており

ます。そうしたことから、現在の外国語指導助手の雇用形態につきましては派遣会社を通

じての雇用を続けてまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきますようお願い

をいたします。

なお、教育長が教育行政執行方針にて示していますが、令和９年度からの研究開発校と

して、英語に親しむ英会話科の新設に向けて外国語指導助手を増員したいと考えておりま

す。学校や保育園、さらには町民との交流など幅広い活用を計画的に実施していく方向で

すので、その時点では多様な雇用方法を視野に入れ進めてまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） ６番、澤田議員。

〇６番（澤田正人君） 詳しくご説明いただきまして、ありがとうございました。ＡＬＴ

の契約については、自治体とＡＬＴ事業者との請負契約が一般的ということで、特別職、

地方公務員としての直接任用という場合もあるそうでございます。ただ、任期が最長１年

ということで、毎年の面接による契約更新などの手続があったり、契約更新の保証がない

ので、雇用が不安定になるとも言われています。

調べてみましたらＡＬＴにも幾つかありまして、ＪＥＴプログラム参加者、外国語指導

助手というそうですけれども、これは国の運営する制度で、比較的安定した給与が期待で

きると言われております。また一方、民間のＡＬＴ、これは派遣社員ですが、雇用形態や

会社により大きく異なりまして、時給１，４００円程度の場合ですとか年収２００万円の

低賃金、不安定な条件での雇用もあると聞いています。今ご説明いただきましたけれども、
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育成という部分で企業がかかった部分、町職員にした場合それを見なければならないとい

うことでございますけれども、それがどのくらいなのか分かりませんが、将来的には９年

度の研究開発校ということで多様な雇用方法を考えているということなので、その際は十

分協議、検討していただきまして採用していただきたいと思っています。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 澤田さんおっしゃったところの不安と懸念、それを解消できる

ような雇用形態をお示ししますので、よろしくお願いいたします。

それと、セルさんが過去２か月程度の病気療養の際、こちら側としては非常に困った期

間、事態を迎えたのが１つ事例としてあるものですから、あってはならないことなのです

けれども、そういう部分が生じたときに派遣会社のほうからすぐ、１週間も待たないうち

に次の人が来てくれた。臨時の人ですけれども、そういった対応もできるという派遣会社

のメリットということもありますので、そういうこともしっかりと調べながら、来ていた

だく方にはこの町の教育をしっかり理解していただいて、一緒に子供たちを育てるのだ、

英会話の力をつけるのだというふうな、そういった指導助手を求めていきたいと思います

ので、よろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） 以上で６番、澤田議員の質問を終わります。

次に、７番、尾﨑議員よりアライグマ捕獲の報奨額の見直しについて通告がございまし

た。

この際、発言を許します。

７番、尾﨑議員。

〇７番（尾﨑圭子君） ７番、尾﨑です。通告に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。アライグマ捕獲の報奨額の見直しについて質問いたします。

野生化したアライグマの道内の農業被害は平成５年頃からで、その後生息分布は全道に

くまなく広がっております。北竜町では、電牧柵や箱わな購入の補助や講習会を催して捕

獲に取り組んでおります。電牧柵は効果的で、自らの農作物を守るには有効でありますけ

れども、同時に箱わなでの捕獲も併用することを農業者には習慣づけていただきたいと思

っております。外敵のない外来生物は、地道に捕獲を続けて数を増やさないようにするこ

とが、今できる最良の対策と感じております。

現在アライグマの捕獲報奨額は１頭１，０００円で、これは国からの補助額そのままと

いうことです。楽しい作業とは言えず、餌代や箱わなの設置、毎日の見回り等の労働費は

最低賃金以下であります。報奨金を町の予算からも応援していただけたらありがたいなと

思いまして、支給額の見直しについて理事者の考えを伺います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 尾﨑議員からのアライグマ捕獲の報酬額の見直しについてお答

えをいたします。

北海道内におけるアライグマの捕獲頭数は、近年増加の一途をたどっております。令和
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５年度で９，３３３頭、そのうち空知が３，１７２頭と３分の１を空知が占めているとこ

ろであります。その農業被害額も１億７，４００万円と年々増加しています。アライグマ

は年２回、平均３頭から５頭の子を産むことから非常に繁殖力が強く、完全駆除は困難と

されております。本町では、電牧柵並びに箱わな導入に対する助成やわなの設置等に関す

る講習会、さらにはわなの狩猟免許取得に対する支援等を北竜町鳥獣被害防止対策協議会

と連携して進めてきたところであります。

また、アライグマ捕獲に対する報奨金につきましては、おっしゃるとおり、国からの１

頭１，０００円の報奨金を北空知鳥獣被害防止対策協議会を経由し、捕獲者へ助成をさせ

ていただいております。近年の物価高騰により捕獲活動にかかる費用、餌代であるとか移

動に伴う経費、それから機材の維持等も増加しており、現在の報奨額では捕獲者の実費負

担を十分にカバーできない状況にあります。捕獲費用の負担軽減により継続的な捕獲活動

の促進を図るため、関係機関と連携し報奨額の見直しについて検討を進め、近隣自治体の

事例や捕獲者の意見等も参考にしながら実効性のある支援策を講じることで、被害の抑制

と町内農業の安定的な維持に努めてまいりますので、ご理解を賜りますようお願いを申し

上げます。

参考として、近隣市町の状況もお知らせいたします。アライグマの捕獲に係る報奨金に

ついて、雨竜町は１，０００円、秩父別町は２，０００円、深川市は３，０００円、沼田

町は２，０００円、妹背牛町はゼロ、北竜町は１，０００円ということで、これは報奨金

です。そして、箱わな購入に関する助成金として、雨竜町は１万円を上限とする中で２分

の１の箱わな購入助成金を支出しておられるようです。秩父別町はありません。深川市も

ありません。沼田町もありません。妹背牛町もありません。北竜町は箱わな購入に際して

１万円の上限、そういう助成基準を持っております。次、電気柵、電牧柵については、ア

ライグマに係る電気柵ということで、雨竜町、秩父別町、深川市、沼田町、妹背牛町は全

て助成金はありません。北竜町だけ５万円を上限とする２分の１の助成を行っております。

こういう状況を踏まえながら、報奨金、箱わな購入、電気柵それぞれの助成金の配分、あ

るいは実効性を考慮しながら検討する材料としておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。

〇議長（中村尚一君） ７番、尾﨑議員。

〇７番（尾﨑圭子君） ＡＩなのですけれども、調べたところ目安として３，０００円と

いう額が出てきておりました。これは参考です。

環境によってもアライグマの生息数というのが大分違っていまして、沼田、北竜は非常

に多いのです。隠れる場所がいっぱいあるものですから。秩父別、妹背牛というのは平地

になってしまって、すみづらくなってきているのです。秩父別の産業課のほうに聞いたと

ころ、箱わなだとか電牧柵の補助はしていないですけれどもということは言っておりまし

た。農業被害も、家庭菜園の被害ということ、ほとんどがそうなのです。農業被害とは言

っても、アライグマによる農業被害はそれほど出ていないということみたいなのです。町
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によっては、電牧柵とか箱わなとかはそれほど必要がないという状況もあるのです。北竜

は多いなという実感を持っております。

深川は３，０００円ということなのですけれども、２，０００円から３，０００円とい

う幅というのは、市で予算を立てた範囲内で金額が決まってくるのかなと、そういうふう

に想像しておりました。沼田は２，０００円、秩父別も２，０００円、一番多いところは

新冠町の４，０００円ということになっておりました。どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 捕獲というのは、実質捕まえたものに対する助成金です。１，

０００円以外の追加分はそれぞれ市の単費、町の単費で、深川市は２，０００円追加をし

ております。秩父別も１，０００円、沼田町も１，０００円、町の予算で追加助成をして

報奨金を上げているのは確かであります。箱わな購入と電気柵というのは、実数を捕獲す

るということではなくて予防に関わる助成金だと思っておりますので、その辺のところを

少し精査させてください。箱わなによる捕獲頭数がどの程度あるか、数はつかんでいるの

ですけれども、電気柵による防護柵というのがどの程度効果があるのかというのはつかん

でいないのは確かでありますので、ベストなのは入ってこないということを完璧にすれば

報奨金は要らないことになりますから、双方の状態を見ながら、どちらがいいのかという

のを検討して、報奨金のこれからの単価設定については検討したいと思っております。

〇議長（中村尚一君） ７番、尾﨑議員。

〇７番（尾﨑圭子君） 今の答弁なのですけれども、入ってこないということは、どこか

別のところに流れていってしまうということなのです。流れていってそこで増えるという

ことがあるものですから、スイカを作っている仲間でも、今年はうちのアライグマでない

から関係ないよと言う方もいらっしゃったりするのです。でも、箱わなを設置していただ

いて捕獲するということが基本だと思っているのです。自分のところだけ守ったら自分は

大丈夫かもしれないけれども、ほかに必ず行っているのですよということも頭に入れて、

１頭捕まえたら幾らなのと言われたときに１，０００円だよと言うところは痛いところが

あるのです。そこで関心が薄れていってしまう。積極的に捕まえてもらえる人がいるとい

いなと切に願っているところなのです。ということなので、よろしくお願いいたします。

〇議長（中村尚一君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時３８分

再開 午前１０時３９分

〇議長（中村尚一君） では、再開いたします。

以上で７番、尾﨑議員の質問を終わります。

次に、４番、佐藤議員よりひまわりの里町道沿いに休憩用ベンチの設置について通告が

ございました。
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この際、発言を許します。

４番、佐藤議員。

〇４番（佐藤 稔君） ひまわりの里町道沿いに休憩用ベンチの設置について。

近年の温暖化により、ひまわりの里寄附金受付場所から上に向かっての町道沿い遊覧車

乗り場向かいの森林との間の排水トラフに蓋をし、ベンチの設置が必要と考えられますが、

理事者の見解を伺いたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 佐藤議員のひまわりの里町道沿いに休憩用ベンチの設置につい

てという部分であります。いろんな町民の声あるいは観光に来られた町外の皆さんのお声

を聞いての質問だと理解をしております。

今シーズンは好天に恵まれ、ひまわりの咲きぞろいもよく、多くの観光客の皆様に感動

と元気をお持ち帰りいただいたものと感じております。ひまわりまつり期間中は暑い日も

多く、１日約２万人の来訪者を見込む日があるなど大変なにぎわいを見せる中、熱中症予

防のアナウンス放送や場内、ひまわりの里全体の中で随所に休憩スペースを設けるなどの

対策を講じているところであります。ご意見のとおり、休憩場所の増設等の対策について

は、引き続き来年のシーズンに向けて関係各位と検討し、改善に向けるよう進めていきた

いと思います。

休憩場所、ベンチの設定というふうに具体的におっしゃられておりますので、現場も見

てきております。日陰に設置というところだと思いますので、上り坂であるという部分も

考慮しながら検討します。来年はひまわりまつりの４０周年を迎えます。議員の皆さん全

員がこの４０年いろんな関わり合いをしていただいて、ひまわりの現在の姿、ひまわりま

つりをつくっていただいたのは間違いありません。特に申し上げると、澤田議員、佐藤議

員というのはさらにその先、４７年前に３反のひまわりの畑をつくったときからずっと苦

労なさって、時にはハトの被害があって、全部ひまわりの種を食べられて今年のひまわり

まつりどうしようか、そういった困難な状況を乗り越えられてきたお２人であります。大

変に感謝を申し上げます。そういった観点から佐藤議員から、苦労の末にできたひまわり

の里であるから、２０万人以上来てくれる、そういう人たちに対する一服の休憩場所を求

めてはどうか。もっともな話だと思いますので、しっかりと対応させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（中村尚一君） 以上で４番、佐藤議員の質問を終わります。

次に、５番、木村議員よりひまわりの里の今後の整備計画について通告がございました。

この際、発言を許します。

５番、木村議員。

〇５番（木村和雄君） ５番、木村です。通告に従いまして、質問をさせていただきます。

ひまわりの里の今後の整備計画につきましてお聞きをいたします。

本年度予算に計上されております新観光センターの設計について、北竜町として今後の
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ひまわりの里の整備計画にどのように反映させようとしているのか教えていただきたいと

思います。１つ目には、出入口の道路、駐車場、展望台、ノンノの森の整備計画、２つ目

には、渋滞緩和のために、臨時的に北竜中央霊園の道路を一時的に通行止めとし、入り口

と出口を専用化する考え方、３つ目には、出口専用道路の新設のために、新観光センター

建設を想定して、観光センターのそばからノンノの森下側、北竜中学校体育館北側へ向け

て２７５線につながる道路の新設等についてお伺いいたします。理事者の考えを伺います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 木村議員からのひまわりの里の今後の整備計画について答弁を

させていただきます。

本町のブランドの中心であるひまわりの里については、将来の在り方やその役割につい

て、次世代につなげていくための指針であるひまわりの里基本計画２０２４として昨年見

直しを行いました。この計画は、ひまわりの里の観光資源としての価値を最大限に生かし

ながら、地域の活性化、交流人口の拡大、そして町全体のブランド力の向上を目的として

おります。

そこで、今年度進めております、木村議員のおっしゃる新観光センターの設計につきま

しては、令和９年度から令和１０年度にかけて実施予定の新観光センター、事業名として

はわくわく未来創造館、あくまでも仮の名前でありますけれども、そこの建設工事や関連

する周辺土木工事、そうした基本設計を行うものであります。新たな施設は、従来の観光

センターの機能にとどまらず、ひまわりまつり以外でもイベントやワークショップ、起業

に向けた学びやテストマーケティングの場など、子供も大人もチャレンジできる場所とし

て通年利用を想定した施設とするため、現時点では名称をわくわく未来創造館として検討

を進めているところであります。

一方で、ひまわりの里全体の今後の整備計画や方針に関しましては、ひまわりの里、サ

ンフラワーパーク北竜温泉なども含めたひまわりの里、あのエリア全体をひまわりの丘、

これもまだまだ仮称の段階でありますけれども、とする全体構想を策定することとなって

おります。ご質問をいただきました各整備内容につきましては現在検討中の段階であり、

内容が進捗する都度、議会の皆様には都度都度ご説明する機会を設けようと思っています

ので、ご理解を賜りますようお願いをいたします。引き続き町民の皆様や関係団体の皆様

と常に対話を大切にしながら、町民みんなで新しいひまわりの里をつくるのだと、そうい

う町民の合意の声をしっかりと受け止めながら、ひまわりの里がこれからも地域に愛され、

町民の誇りとなる存在であり続けるよう、その魅力を未来へつないでいきたいと思ってお

ります。

木村議員より道路、駐車場、展望台、ノンノの森の整備計画、新たな道路の新設といっ

た部分のご提言をいただきました。通告をいただいた時点で図面を見ながら、いろんな部

分の検討材料となるよう参考にさせていただいているのもご承知願えればと思いますので、

よろしくお願いをいたしたいと思います。
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〇議長（中村尚一君） ５番、木村議員。

〇５番（木村和雄君） ただいま説明をいただきました。ありがとうございます。新観光

センターの設計の見通しというか、いつ頃までに具体的な形として示されるのか、その辺

が第１点と、これが中心的な役割を果たすということは誰もが思っていることですけれど

も、町民や来ていただく観光客の意向というものが反映されるよう十分検討する必要があ

ると思いますので、改めてその時点でよろしくお願いをいたしたいと思います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 十分に皆さんの意見を反映させるような準備段階に入っており

ますので、よろしくお願いをいたします。９年度から１０年度にかけて基本計画並びに実

施計画に向けて進むわけでありますけれども、その時々の財政状況が勘案されていくこと

は当然のことであります。

それと、今年の駐車場料金の徴収、これはいろんな収入に結びついていきます。行政報

告で１，４４０万円余りという駐車場料金の報告をさせていただきました。今細かく分析

をしております。全ての人から駐車場料金をいただいたとは思っていません。これからど

のような形で駐車場料金が増えていくのか、あるいは佐藤議員からいつもおっしゃられる

ように、入場料への転換も必要ではないか、そういうような部分も併せて考えております

ので、収入が幾らあるのか、わくわく未来創造館を建てたときの建設費は幾らになるのか、

その収入でどのぐらいの見合いができるのかというような部分も準備、検討段階に入って

おりますので、全員協議会なりいろんなまちづくり特別委員会の中で皆さんと協議をして

いきたいと思いますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。

〇議長（中村尚一君） ５番、木村議員。

〇５番（木村和雄君） 出入口の整備にも関係することでございますけれども、墓地路線

とその横地に当たります、堂前さん名義のものかと思いますけれども、出入口のあじさい

を植えているところ、あれは一部雑木林があるというようなことですけれども、これも将

来的な観点から、ひまわりの里との一体感を出すために、より活性化できるものとして重

要な位置づけになるのでないかなというふうに思っておりますので、ぜひ検討いただきた

いと思います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 十分検討いたします。

〇議長（中村尚一君） 質問を終わります。

次に、同じく５番、木村議員よりひまわりの里の周辺施設との連携について通告がござ

いました。

この際、発言を許します。

５番、木村議員。

〇５番（木村和雄君） ５番、木村です。今後のひまわりの里とサンフラワーパーク北竜

温泉をつなぐ裏道路の整備、もう一点は、ひまわり畑、圃場を見渡せる中間地点での休憩
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所、トレーラーハウス等の設置などについて、これもぜひ周辺施設との連携に向けて検討

いただきたいと思います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 前段の質問とも重なる部分がありますけれども、木村議員がお

っしゃっているのは、ひまわりの里のところとサンフラワーパーク北竜温泉をつなぐ裏道

路というか、農道を利用した新設道路のことかと思います。

その道路の計画というのは、既に１５年前に一旦計画があるのです。当時の建設課長が、

木村さんが今おっしゃったのと同じように、ひまわりの里とサンフラワーパークをつなが

らなければならないという部分で設計をした事実があります。非常に重要な道路ではない

かと思っておりますので、お知らせをいたします。

ひまわりの里とサンフラワーパーク北竜温泉は、本町の重要な観光資源であり、魅力的

な観光スポットでもあります。これらの施設は、今後も観光振興の中核をなす存在であり、

利用者の利便性の観点から、施設間連携の必要性が求められています。ひまわりの里の周

辺施設との連携や整備計画につきましては、長年培ってきた本町の財産であるひまわりの

里を交流人口及び関係人口の創出、拡大、進化の場としていくために、先ほど申し上げま

したけれども、令和９年度から１０年度にかけて新たに整備する新観光センター、わくわ

く未来創造館を核として、ひまわりの里周辺整備やサンフラワーパーク北竜温泉なども含

めた全体構想を策定することとしております。

ご質問いただきました各整備内容につきましては、前段のご質問の回答と重なりますが、

現在検討している段階であります。今後の整備計画と同様に、全体構想の策定に当たり、

関係団体と連携を取り、皆様のご意見やアイデアをいただきながら、具体的な整備内容や

スケジュール、財源などを含めて検討してまいりますので、ご理解を賜りますようよろし

くお願いをいたします。

ひまわり畑を見渡せる中間地点での休憩所、トレーラーハウス等の設置という具体的提

案でありますけれども、木村さん覚えておられるかどうか、隈研吾さんが展望台を基本設

計した際に、図面も見ておられるのかなと思いますけれども、木村さんのおっしゃる上が

ったところの中間地点に休憩所をつくる、そのときにトレーラーハウスも小さなもの、そ

の絵も見ていると思うのです。そういうところからご提言をいただいたのかなと思ってい

ますので、それらも含めて効果あるもの、いいものはしっかりと全体構想の策定に織り込

むよう準備を進めますので、よろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） ５番、木村議員。

〇５番（木村和雄君） ただいま町長からいろいろ説明がございました。今後に向けて一

層充実したものとなるよう重ねて要望いたしまして、質問を終わります。ありがとうござ

います。

〇議長（中村尚一君） 以上で５番、木村議員の質問を終わります。

次に、１番、沖野議員より熱中症対策について通告がございました。
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この際、発言を許します。

１番、沖野議員。

〇１番（沖野 学君） １番、沖野です。よろしくお願いします。澤田議員からも質問あ

って、内容がかぶってしまうかもしれませんけれども、よろしくお願いいたします。

では、通告に従いまして、質問させていただきます。熱中症対策について。近年、北竜

町でも熱中症警戒アラートの発表が多くなってきております。熱中症で救急搬送された方

は、北竜消防に問い合わせたところ、幸いにも昨年も今年もいなかったようですが、福祉

サービスの方に聞きましたら、行ったところ軽い熱中症の疑いがあった人もいたそうです。

これから先も毎年猛暑の夏が来ると思います。先ほど澤田議員の質問にもあったように、

最近建てられている町営住宅は４戸、冷暖房ですけれども、エアコンがついているところ

も出ています。まずもっての熱中症対策として、高齢者住宅には町でエアコンを設備して

もよいのではないかと思っております。町長の考えを伺いたいと思います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 沖野議員の熱中症対策にということで、日本全体の大きな問題

であります。熱中症対策は北海道も本州地区と同じような状態だと思って認識はしており

ます。

そんな環境の中で、現在町が管理しています高齢者向け住宅は、いちい団地３２戸、み

どり団地８戸、なごみ団地８戸で計４８戸であります。いずれの住宅も電気暖房設備のみ

で、冷房装置は設置しておりません。先ほどの澤田さんのご質問の答弁に重なりますけれ

ども、入居なさっているご本人様が模様替え申請をしていただき、ご本人負担で設置して

いただいている状況であります。高齢者向け住宅におきます模様替え申請は現在５件であ

ります。

公共施設においては、防災、減災の観点からも設置に対する補助事業等はありますが、

公営住宅の場合、一般的には入所者設置とされており、省エネ性能の向上、これは脱炭素

社会への対応ということでありますけれども、省エネ性能の向上によるものが対象で、令

和５年の桜岡団地特定公共賃貸住宅Ｄ棟に設置したエアコンは、省エネ性能の高い暖房機

としてエアコンを設置、結果として冷房装置もついているということになっております。

費用対効果の面で最適と考えたところであります。

仮に全ての高齢者向け住宅にエアコンを設置する場合、現時点で約２，０００万円とい

う設置費の試算をしております。入居者に対して月２，０００円程度の家賃またはエアコ

ンを設置することに伴う使用料として負担増が予想されます。また、使用に伴う電気料金

やメンテナンス費用の負担増なども発生するため、設置に関しては慎重かつ十分な協議が

必要と考えておりますし、一戸建て住宅の高齢者世帯に対しましても高齢者福祉の観点か

ら併せて協議していかなければいけないと考えておりますが、沖野議員が高齢者を思う気

持ちで質問した趣旨を真っ向から受け止めると、やれない理由を言っているだけだろう、

そう言われると思います。行政としてやれる範囲を今答弁として申し添えました。
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ですけれども、防災、減災の観点から、補助事業等の公共施設に対する助成は現在あり

ます。公営住宅という国、道のお金を使った住宅になぜそれが適用されないか、これは国、

道に対してしっかりと要請をいたします。その中でやり取りをしながら、その結果、国、

道ともその部分に対して満足のいく回答がなければ、それぞれの自治体で考えることにな

ると思います。その時点ではしっかりと対応するような考えを持ち合わせておりますので、

よろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） １番、沖野議員。

〇１番（沖野 学君） 分かりました。全部つけたら２，０００万という金額は、僕も聞

いて、ああ、でかいなというのが率直な感想です。２，０００万が出せないのであれば、

それこそ町独自の補助、半額補助、３分の２補助などを考えてもいいのではないのかなと

思っています。

僕も今、住宅に住んでいるのですが、模様替え申請をしたら、それにプラスして、最終

的に出ていくときには原状回復をしてくださいという話もあります。原状回復と聞いたら、

壁を直さなければいけないのかなとか、そういう感じで重たく考えてしまうのですが、担

当者の方に聞いたところ、最近は原状回復と言うけれども、キャップをつけてくれればい

いですからというふうにやんわりとつけやすくするように説明してくれているようですの

で、それも踏まえ、高齢者住宅にも補助なりつけて、原状回復はしてもらうけれども、キ

ャップをつけてもらえるだけでいいからという形で、高齢者住宅の方々は年金生活の方が

多いので、普通にテレビショッピングで見ても、つけたら１０万です。工事費をつけたら

十二、三万。それを暑いときのために出すのかといったら二の足は踏むと思うのです。そ

こを町が考えてあげて、本来であれば２，０００万出してつけてあげてと思うのですが、

それが厳しいようでしたら、補助を考えてもらえませんでしょうか。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 沖野議員の思いやり、そのとおりであります。町が全額即座に

つけたいという気持ちに変わりはないですけれども、段階を踏みながら、１年で２，００

０万というのは非常に厳しい。３年計画なりなんなり、そういう計画も必要なのかもしれ

ません。そういう部分も協議をします。高齢者住宅に住まれる方は年配なので、１年、２

年という時間というのは大切だと思っておりますので、そこはしっかりとしたスピード感

を持ちたいと思います。

今年、熱中症アラートが出されて、すぐ副町長にクーリングシェルターの案内を防災無

線で出しなさいというふうにしてやってくれました。そういうこともします。公営住宅の

中に空きがある。１戸空きがある。そこをクーリングルームにするとか、そこに１０戸の

人たちが集って、語らいの場であるとか、団らんの場であるとか、ふだん話せないような

話をすることはどうかということも１つの考えであります。みどり団地、なごみ団地、時

々空くので、そこを埋めよう埋めようとするのだけれども、そういうことも考えながら計

画的に進めていきたいと思います。永楽園には移動式の冷風が出る冷風機しかない。それ
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も言われておりますので、子供政策と高齢者政策というのは対になるべきものだと思って

いますので、いろんな方法を考えながら協議させてください。よろしくお願いします。

〇議長（中村尚一君） １番、沖野議員。

〇１番（沖野 学君） 今答弁の中にありました空いている部屋をクーリングルームにす

るという案、とてもいい話だと思います。それであれば予算も違うでしょうし、そこでコ

ミュニケーションも取れるので、いい話だなと思います。補助とかは厳しいなという話に

なるのでしたら、その案はとてもいい話だと思いますので、ぜひ計画に入れて進んでもら

えればなと思っております。一番大事なことは、熱中症で悲しいことが起きないがための

話ですから、それを第一に考えて進んでいってもらいたいと思います。

以上です。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 今回の答弁の原点である熱中症により命を損なうことのないよ

うに、特に弱い人、子供たち、お年寄りに対してはしっかりと対応していきたいと思いま

すので、よろしくお願いをいたします。

〇議長（中村尚一君） 以上で１番、沖野議員の質問を終わります。

次に、２番、林議員より町が管理する公営住宅等の管理状況について通告がございまし

た。

この際、発言を許します。

２番、林議員。

〇２番（林 佳子君） ２番、林です。通告に従い一般質問をいたします。

町が管理する公営住宅等の管理状況について。町外に住んでいて町内へ移住を考えてい

る方が公営住宅の内見をしたときに、カビがひどく、とても住める状況ではなかったと聞

きました。また、単身住宅に住んでいる方も、住み続けられないという話も聞きました。

近年、北海道も高温多湿で家の中がかびやすくなってきているので、空いている住宅の管

理方法は見直したほうがよいのではないかと思います。せっかく北竜町に移住、定住を考

えているのに、住宅状況が悪いのであれば誰も北竜町に住みたいと思わないと思われるの

で、理事者はこのような状況を把握されているのか、また改善についての意見をお伺いし

たいと思います。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 林議員の町が管理する公営住宅等の管理状況についてというこ

とでご質問をいただきました。

理事者はこのような状況を把握されているのかという、非常にこれは厳しいご指摘です。

把握しているつもりです。毎年６月に公営住宅の住宅管理状況一覧表を議員の皆さんにお

示しして、町内を１日かけて視察をしているところでありますけれども、今回はそこのと

ころまでは見ておりませんけれども、副町長、建設課長はすぐこの通告の後、該当するよ

うなところはないかという部分でしっかりと把握をしている上でお答えをいたします。
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公営住宅の営繕は入居者からの要望や退去時に行っておりますが、建築年数の経過や入

居年数により、ご指摘の状況に至っている現状にあると考えております。現在、退去後の

修繕は退去後すぐに行うことを基本としていますが、空室が一定程度ある場合にはすぐに

は行わず、入居状況や次の入居者が決定した後に修繕する場合もあり、入居希望者が内見

した際には住宅の不具合が散見される場合があろうかと思います。空室が長く続く場合に

はなおさら状況が悪化していることもあろうかと思っています。定期的な換気なども行っ

ておりますが、冬期間など換気が難しい期間もありますので、今後空室時の管理方法の改

善、見直しを図ります。併せて、入居者の使用状況によっても状況が変わってきますので、

改めて住宅の使用方法などの徹底も図ってまいりたいと考えております。

本年度、桜岡団地に単身者向け住宅４戸を建設し、定住の促進を図ることとしています。

また、地方創生推進交付金を活用したリノベーション事業を４戸予定しております。令和

９年度までに計１２戸を予定しております。リノベーションに際して、その内容というの

は、内装の模様替えや内装の改善によるカビ対策などもしっかりと予定をしております。

また、今年度北竜町公営住宅等長寿命化計画の改正を計画しておりますので、その中でも

林議員ご指摘の内容を十分盛り込むよう協議を進めます。どうかよろしくお願いをいたし

ます。

〇議長（中村尚一君） ２番、林議員。

〇２番（林 佳子君） そのように改善していただければと思いますが、昨年も単身のこ

とで質問させていただいたときに令和１４年に建て替え予定という返答だったと思うので

すが、キャリアデザインキャンプのときにも話が出ましたし、住んでいる方も住み続けら

れないというか、移住してずっといたいというふうにはならないという話も聞きました。

移住を考えている方は住宅や設備がきれいで充実していることが条件の１つとも聞いてい

ますので、なるべく早い対応をお願いしたいと思います。

以上です。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 分かりました。移住、定住あるいはお試し住宅、試しに町に住

んでもらおうという人がそういうところを見たら完全に駄目ですから、移住、定住に関す

る部分についての対応も含めて公営住宅、長もちする住みやすい住宅、長寿命化計画、視

点を変えながらしっかりと協議を進めていきますので、よろしくお願いします。

〇議長（中村尚一君） 以上で２番、林議員の質問を終わります。

次に、３番、寺垣議員より眺望の丘の活用の一考察について通告がございました。

この際、発言を許します。

３番、寺垣議員。

〇３番（寺垣信晃君） 本定例会では７名の同僚議員から９件の質問ということで長時間

にわたりご答弁をいただいておりますが、最後ということでお付き合いをいただければ幸

いです。
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通告に従いまして、質問をさせていただきます。眺望の丘の活用の一考察ということで、

現在町内にある眺望の丘、整備、草刈り等されておられると思いますけれども、観光資源

として有効に活用されているかというところは悩ましいところではないかなと思っており

ます。有効に活用するには様々な制約、財源の問題等もあると思いますが、昨今の埋葬に

関わる考え方の変化、墓じまい等の現状を踏まえて、眺望の丘に合葬のできる施設を整備

し、町内外を問わず、仮称ですが、追慕の丘として、自然味あふれたロケーションとひま

わりのまちとの観光コラボというか、シナジー効果が得られるのではないかなというふう

に考えております。そういったことも含めて、眺望の丘について理事者の今後の対応につ

いてお考えをお尋ねいたします。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 寺垣議員の眺望の丘の活用の一考察についてということで、心

の質問なのか、精神の質問なのか、その辺のところを試されていると感じております。

北海道内には、美しい景観の中に潤いや安らぎの場として設置された霊園や合葬墓が数

多くあります。近くでは深川、そして赤平は予定の３倍の申込みがあったということで、

合葬墓のこれからの在り方が問われていると思っています。墓地の設置場所については周

辺の生活環境との調和に配慮されていることが、墓地経営・管理の指針で示されているの

が現実であります。地域住民の感情に対して十分な配慮や衛生面での注意が重要であり、

新たな墓地造成や拡幅などについては正当な理由があることが求められております。そう

いうことから、町としては墓地の拡張や新設について現段階、墓地についての拡張という

考えはありません。

眺望の丘は、サンフラワーパークを眼下に美しい北空知の田園風景を望むことができ、

北竜町の観光スポットの１つであります。ひまわりの里、サンフラワーパーク北竜に近い

ことからも、単体ではなく一体的、総合的な観光として生かす方法を検討することが必要

であると考えております。その考えの１つの具体化が、９年から１０年に予定をされてい

るひまわりの丘、仮称でありますけれども、その計画であります。眺望の丘のよりよい活

用について、関係機関のご意見をいただきながら検討を進めます。

建設が伴うということです。そして、負担金もいただくということになろうかと思いま

す。そういった部分の検討は今のところゼロです。過去、合同墓の設置についての質問は

２件ありました。そのときは検討しないと当時の町長が申し上げて、今日までこのことに

関する検討はしておりません。今回新たに寺垣議員から問題提起がありましたので、まず

は調査から始めて調査活動、これは議会と一緒がいいと思います。議会は調査されている

ので十分進んでおられると思いますけれども、ゼロから一歩進むまでの段階のことはしよ

うと思っております。

どこかでお話をしなければならないと思いますけれども、町内にはお寺が５つあります。

５か寺あります。墓地は和霊園と美葉牛にあるということで、もしかするとどこかで統合、

あるいはそういう部分も出てくるのではないかというふうなことも予想しております。ち
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らちらとそういう話も聞こえてきますので、そういった部分のことも十分に考慮しながら

準備は進めるものだと思っておりますが、宗教に大きく関連することでありますから、十

分な慎重性を持って準備を進めていきたいと思いますので、ご支援、ご指導をお願いいた

したいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（中村尚一君） ３番、寺垣議員。

〇３番（寺垣信晃君） 町長もいろいろと熟考していただいていることに深く感謝を申し

上げます。

指導とかそんなことは私にはできませんが、ご案内のとおり、北竜町だけではなく日本

全国が少子高齢化で、生まれてくる赤ちゃんよりも亡くなっていく人が圧倒的に多い。令

和６年度、７年度も全国で百数十万以上の方が亡くなっている。生まれてくる新しい命は

その半分もないというようなことがこれから５年、１０年、１５年続いていくだろうとい

うことが見込まれております。今日の一般質問も重要な課題であります。生きている間の

問題もそうですけれども、自分が亡くなった後どうなるのかなという、そういう不安とい

うのを感じている人も少なくないのではないのかなというふうに思います。

私自身、合同墓とか、あるいは永代墓、いわゆる合葬するというのは個人的には反対で

す。お一人お一人あるいはその家その家でご遺骨というのを大切にしていくべきであるか

なと思いますが、急激な人口動態の変化で、面倒を見たくても見る人がいないということ

が大きな社会現象であるのも事実かと思います。昨年も９月の定例会で、ひまわりの里に

合同墓をつくったらどうですか、ひまわり葬ということを質問させていただきましたけれ

ども、数名の方からそういうのがあったらいいねと。観光ということもあるし、そこに先

祖のご遺骨が安置されている、納骨できるということであれば、毎年とはいかなくても、

ひまわりの時期に来てご供養してということが可能かなということも思いまして、去年９

月質問させていただきました。

今回が合同墓について２回目の質問でありますけれども、先ほど町長の答弁では調査と

いうことで、住民感情とか、どういうものを求めているのかということについて近々調査

が行われるのではないかなというふうにご期待を申し上げますけれども、北竜町の特色と

いうか、生きている人だけではなくて亡くなっていく方々も、言葉を選ばず言うならばお

引受けいたしますよという、そういうメッセージが道内外、全国に伝わるならば、ひまわ

りのまちということも併せてシナジー効果が得られるのではないかなというふうに思いま

す。

お金のかかることなので、全部を町で負担するということではなく、１つは指定管理と

いう方法もあるのではないかなと個人的に思います。町内でそういったことをやってくだ

さる民間の企業あるいは近隣の墓石屋さんとそういったことの協議があってもいいのでは

ないかなというふうに感じております。なので、町が全部負担して町が管理してというこ

とではなくて、指定管理ということも視野に入れながらご検討いただければ幸いかと思い

ますけれども、指定管理ということについて町長に何かお考えがあれば承りたいと思いま
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す。

〇議長（中村尚一君） 佐々木町長。

〇町長（佐々木康宏君） 今、北竜は未来につなげるということで進んでおりますけれど

も、過去からのつながりがあって初めて未来を語れるという部分でありますから、それは

しっかりと心にあります。

今、民間の方の話あるいはＮＰＯ、指定管理者の管理の話をいただきました。それも含

めて少し準備をしたいと思います。深川の石材屋さんは友人なものですからよく話をする

のですけれども、最近はお墓を建てるというのではなくて墓じまいをする仕事ばかりにな

ってきたというふうなことをおっしゃられておりました。そういう方とも情報交換をしな

がら、ご先祖様をしっかり敬うことをベースにしながら、なおかつひまわりの時期という

のはお盆の時期ですから、そういう部分も併せて寺垣議員おっしゃるようなシナジー効果

のような部分にもよき方向性が出るのであれば考えていきたいと思いますので、この部分

はご指導ください。お願いいたします。

以上です。

〇議長（中村尚一君） 以上で３番、寺垣議員の質問を終わります。

これで一般質問を終わります。

◎日程第９ 議案第４７号ないし日程第１１ 議案第４９号

〇議長（中村尚一君） 日程についてお諮りいたします。

日程第９、議案第４７号から日程第１１、議案第４９号まで、事務組合削除に係る組合

規約の一部変更についての議案であるため、一括議題といたしたいと思います。これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

日程第９、議案第４７号 北海道市町村総合事務組合規約の一部変更について、日程第

１０、議案第４８号 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更について、日程第１

１、議案第４９号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更について、以

上３件一括議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

議案第４７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第４８号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第４９号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第４７号から議案第４９号まで、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願いま

す。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第４７号 北海道市町村総合事務組合規約の一部変更については、原

案どおり可決されました。

議案第４８号 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更については、原案どおり

可決されました。

議案第４９号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更については、原

案どおり可決されました。

ここで休憩といたします。

再開は午後１時１５分といたしますので、よろしくお願いします。

休憩 午前１１時４５分

再開 午後 １時１５分

〇議長（中村尚一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

◎日程第１２ 議案第５０号

〇議長（中村尚一君） 日程第１２、議案第５０号 北竜町技師等就業資金貸付条例の制

定についてを議題といたします。
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理事者より提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第５０号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第５０号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、議案第５０号 北竜町技師等就業資金貸付条例の制定については、原案どおり

可決されました。

◎日程第１３ 議案第５１号

〇議長（中村尚一君） 日程第１３、議案第５１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例

の一部改正についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第５１号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５１号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、議案第５１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例の一部改正については、原

案どおり可決されました。
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◎日程第１４ 議案第５２号ないし日程第１９ 議案第５７号

〇議長（中村尚一君） 日程についてお諮りいたします。

日程第１４、議案第５２号から日程第１９、議案第５７号まで、令和７年度補正予算に

係る議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ございません

か。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、日程第１４、議案第５２号 令和７年度北竜町一般会計補正予算（第２号）に

ついて、日程第１５、議案第５３号 令和７年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について、日程第１６、議案第５４号 令和７年度北竜町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）について、日程第１７、議案第５５号 令和７年度北竜町介護保

険特別会計補正予算（第１号）について、日程第１８、議案第５６号 令和７年度北竜町

農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計補正予算（第２号）について、日程第１９、

議案第５７号 令和７年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）について、以上６

件一括議題といたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 髙橋総合政策官。

〇総合政策官（髙橋克嘉君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 続木こども・くらし応援課長。

〇こども・くらし応援課長（続木敬子君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 続木こども・くらし応援課長。

〇こども・くらし応援課長（続木敬子君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 森こども・くらし応援課参事。

〇こども・くらし応援課参事（森 能則君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 川田建設課長。

〇建設課長（川田昌宏君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 川田建設課長。

〇建設課長（川田昌宏君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 議案第５２号から議案第５７号まで、提案理由の説明が終わりま

したので、これから質疑を行います。

議案第５２号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５３号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５４号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５５号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５６号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

議案第５７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第５２号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。
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したがって、議案第５２号 令和７年度北竜町一般会計補正予算（第２号）については、

原案どおり可決されました。

議案第５３号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第５３号 令和７年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）については、原案どおり可決されました。

議案第５４号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第５４号 令和７年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）については、原案どおり可決されました。

議案第５５号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第５５号 令和７年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）に

ついては、原案どおり可決されました。

議案第５６号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第５６号 令和７年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業

会計補正予算（第２号）については、原案どおり可決されました。

議案第５７号、原案どおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇議長（中村尚一君） 全員挙手です。

したがって、議案第５７号 令和７年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）に

ついては、原案どおり可決されました。

◎日程第２０ 認定第１号ないし日程第２７ 認定第８号

〇議長（中村尚一君） 日程についてお諮りいたします。

日程第２０、認定第１号から日程第２７、認定第８号まで、令和６年度各会計歳入歳出

決算認定に係る議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、日程第２０、認定第１号 令和６年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定につい
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て、日程第２１、認定第２号 令和６年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について、日程第２２、認定第３号 令和６年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決

算認定について、日程第２３、認定第４号 令和６年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、日程第２４、認定第５号 令和６年度北竜町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第２５、認定第６号 令和６年度北竜町特別養護老人ホ

ーム事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２６、認定第７号 令和６年度北竜

町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計歳入歳出決算認定について、日程第２７、

認定第８号 令和６年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について、以上８件一括議題と

いたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

奥田副町長。

〇副町長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（中村尚一君） 提案理由の説明が終わりました。

令和６年度各会計歳入歳出決算認定に際し、監査委員より決算審査報告書が提出されて

おります。この際、代表監査委員から補足説明があれば発言を許します。

井上代表監査委員。

〇代表監査委員（井上 孝君） それでは、私のほうから令和６年度北竜町一般会計並び

に５特別会計の決算、基金運用状況及び令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水

処理事業会計、令和６年度北竜町簡易水道事業会計の決算並びに健全化判断比率、資金不

足比率について配付されております報告書に基づきまして概要を説明申し上げます。

最初に、令和６年度北竜町一般会計・特別会計決算審査報告書から説明いたします。１

ページの審査の概要では、１、審査対象となる決算は令和６年度北竜町一般会計歳入歳出

決算及び５特別会計歳入歳出決算であります。２の審査の期間につきましては、８月１８

日から３日間の日程で審査を実施したところであり、３の審査の対象、４の審査の要領は

それぞれ記載のとおりであり、例年同様担当職員から資料の提出と説明を求め、審査の適

正を期したところであります。

次に、２ページの審査意見では、一般会計及び５特別会計決算審査の総括意見として、

審査に付された６会計とも決算の計数は正確であり、予算に従って適正に執行されている

ことを認めたところであります。

３ページには、今後の見通しについて記載をしております。その中で留意事項を申し上

げます。イとしましては、経常収支比率が０．３％上昇するなど財政運営の硬直化が顕著

になっていることを踏まえ、さらなる経常経費の節減に努め、コスト意識を十分に持ち、

経費の節減に努められたい。ロとしましては、税、使用料、負担金などの未収金について

は町民負担の公平性の観点から、早期解消に向け計画的で効率的に回収を図られたい。ハ

としましては、自主財源を確保する観点から、ふるさと納税のＰＲ活動を一層推進された

い。
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４ページは、各会計の審査概要として６会計の決算総括について記載をしておりますの

で、後ほどお目通しをください。

次に、５ページから６ページは一般会計の歳入歳出について記載をしておりますが、一

般会計の歳入につきましては自主財源である町税が１億８，００５万７，０００円と前年

度に比べ５６万円、率にいたしますと０．３％増収となっております。町税、使用料の徴

収率は高率を維持しており、このことは職員の努力の成果だと思います。ただし、農業分

担金については３８３万７，０００円が未収となっており、引き続き徴収に最善を期され

たいというふうに思います。ふるさと応援寄附金については若干減少傾向にありますが、

返礼品の見直し等によりさらなる増収に向け一層努力をされたい。

歳出におきましては、予算に対する執行率は９４．８５％でありました。また、一般会

計における町債の残高は４３億９，５００万３，０００円で、前年比３．１％の減となっ

ております。また、歳出決算におきまして１００万円を超える執行残が散見されますので、

適切な予算管理執行に努められたい。

７ページの財源の状況は、自主財源と依存財源を対比した表であり、歳入全体における

依存財源の割合が高く、特に地方交付税は４５．６％を占めており、歳入総額に占める自

主財源の割合は２７．０％であります。

８ページの支出の状況は性質別の決算状況となっており、９ページは基金の状況で、年

度中の積立金額、取崩し額、年度末残高となっております。

１０ページは、一部事務組合負担金調べで、一部事務組合に対する本町の負担金額、構

成団体ごとの負担金額を記載しております。７ページから１０ページについては、後ほど

お目通しを願います。

次に、１１ページから１５ページは特別会計についての記載であり、１１ページの国民

健康保険特別会計においては、国民健康保険料の徴収率は現年度分で９９．３９％、滞納

額は２６９万４，０００円で、前年に比較すると７５万１，０００円減少しております。

国民健康保険事業の健全運営のため、また負担の公平性の観点から税と連携を密にして、

引き続き保険料徴収には最善を期されるよう望みます。

１２ページの町立診療所事業特別会計では、診療収入が町立診療所では前年対比９８９

万円減、町立歯科診療所については前年対比１９万円の増となっており、一般会計からの

繰入金は３，１７０万円で、前年比４９３万７，０００円の増となっております。

１３ページの後期高齢者医療特別会計については、一般会計からの繰入金は１，４１９

万円で、前年比９９万１，０００円の増となっております。

１４ページの介護保険特別会計については、１万１，７００円が未収となっており、保

険料徴収には最善の努力を期されるとともに、今後介護給付費の増加が懸念されるため、

介護給付準備基金等財源の確保に努められたい。

１５ページの特別養護老人ホーム事業特別会計については、入所者の増加により介護報

酬収入が前年比３，０８０万８，０００円増収となっております。今後とも定員の確保と
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経営改善に一層の努力を期されたい。

１６ページの奨学資金貸付基金においても計数は正確であり、目的に沿って運用されて

いることを認めたところであり、貸付、運用の状況は１７ページに記載のとおりでありま

す。

次に、公営企業会計であります令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事

業会計と令和６年度北竜町簡易水道事業会計の決算審査についてでありますが、お手元に

配付されておりますそれぞれの会計の決算審査意見書に基づき、その審査内容についてご

報告を申し上げます。

審査の期日は令和７年６月２０日の１日間であり、審査の要領については地方公営企業

法及び関係法令に基づき適正に作成されているか、さらに経営が常に効率的で、かつ経済

性を発揮するとともに、公共の福祉の増進に努めていたかを重点に、提出された決算報告

書及び関係資料について担当職員から説明を求め、審査を実施したところであります。予

算の執行状況及び決算の状況については、決算書を後ほどお目通しいただきたいと思いま

す。

審査の結果についてでありますが、それぞれの会計において審査に付された決算諸表は

事業の経営成績及び財政状況は適法にして正しいものと認めたところであり、経営状況に

ついても適正かつ効率的な管理運営がなされていると認めたところであります。

審査の意見としましては、今後も処理人口、給水人口の減少が予想される中、企業経営

の観点から受益者負担を原則として料金改定も視野に入れつつ、さらなる経費の節減に努

めつつ、将来の公営企業の経営安定化を図られたい。

最後に、健全化判断比率及び資金不足比率の審査結果について、お手元に配付されてお

ります健全化判断比率及び資金不足比率の審査意見書に基づき、その審査内容について報

告申し上げます。

初めに、１ページの１、審査の概要では１）、審査の対象、２）の審査の期間、３）の

審査の要領は記載のとおりであります。

下段の審査の結果及び意見の１）、審査結果では、ａ）の健全化判断比率中、実質赤字

比率、一般会計と町立診療所事業特別会計を合わせた普通会計における比率では、赤字が

生じていないため、プラスの表記はございません。次の項目は、全会計が対象である連結

実質赤字比率、これも赤字が生じていないため、先ほどと同様プラスの表記はございませ

ん。次に、実質公債費比率は１１．２％と前年比０．５％の増となりましたが、早期健全

化基準の２５％を大幅に下回っている状況にあります。４点目の将来負担比率は、充当可

能財源が上回っているため、プラスの表記はありません。ｂ）の資金不足比率の対象会計

は２会計で、農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計、簡易水道事業会計、どちらも

資金不足は生じていないため、プラス表記はありません。

２）の審査意見については、各数値とも早期健全化基準、経営健全化基準を下回ってお

り、指摘事項はありません。
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以上で審査意見書に基づく審査の概要を申し上げ、それぞれの審査報告とさせていただ

きます。

〇議長（中村尚一君） ただいま代表監査委員から補足説明がございました。

お諮りいたします。これより認定第１号から認定第８号までの審査に入りますが、この

際質疑及び討論を省略し、決算審査特別委員会を設置し、委員会付託により審査すること

にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１号から認定第８号までの案件については、決算審査特別委員会を設置

し、委員会付託により審査することに決定いたしました。

ただいま設置されました決算審査特別委員会の構成についてお諮りをいたします。本特

別委員会は、監査委員を除く全議員で構成いたしたいと思います。これにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、本特別委員会は、監査委員を除く全議員で構成することに決定いたしました。

これより休憩に入りますが、決算審査特別委員は休憩中に委員長、副委員長の互選を行

ってください。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時２５分

再開 午後 ２時２５分

〇議長（中村尚一君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

休憩中に委員長及び副委員長の互選が行われましたので、報告いたします。

委員長に尾﨑圭子議員、副委員長に澤田正人議員、以上のとおり決定されましたので、

よろしくお願いいたします。

ただいま決算審査特別委員長に決定されました尾﨑委員長から発言を求められておりま

すので、これを許します。

尾﨑決算審査特別委員長。

〇７番（尾﨑圭子君） 令和６年度決算書について、地方創生２．０の取組として、町長、

町職員一丸となってよいまちづくり、環境づくりを目指して前進していると強く感じてお

ります。議会もそのチャレンジに丁寧な観察と審議に努めて決算審査に当たりたいと思っ

ておりますので、委員長に任命されました。おぼつかないものですけれども、よろしくお

願いいたします。
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◎延会の議決

〇議長（中村尚一君） お諮りいたします。

本日の会議はこれで延会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中村尚一君） 異議なしと認めます。

よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。

◎延会の宣告

〇議長（中村尚一君） 本日はこれで延会いたします。

なお、再開は９月１２日午後４時を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。

本日はお疲れさまでした。

延会 午後 ２時２７分
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